
紹

介

責
錫
全
著

『
先
秦
貨
幣
通
論
』江

ム
口

、v
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樹
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春
秋
戟
園
時
代
の
貨
幣
は
、
ま
と
ま
っ
た
形
で

開
断
な
く
出
土
し
、
近
年
新
後
見
も
相
継
い
で
い

る
。
こ
の
時
代
の
貨
幣
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
文

献
史
料
に
記
載
が
な
く
、
出
土
す
る
青
銅
を
中
心

と
す
る
貨
幣
は
省
時
の
貨
幣
経
済
を
解
明
す
る
材

料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
園
家
や
一
位
舎
の
問
題
を

検
討
す
る
貴
重
な
質
物
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
貨
幣
の
後
見
や
研
究
は
、
中
園
で

は

『中
園
銭
幣
」
と
い
う
貨
幣
研
究
専
門
雑
誌
や

各
種
の
考
古
築
関
係
の
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
大
部
の
著
録
や
研
究
書
も
近
年
相
継
い
で
出

版
さ
れ
て
い
る
。
著
録
と
し
て
は
、

山
西
省
銭
幣

拳
舎
編
『
中
園
山
西
歴
代
貨
幣
』
(
山
西
人
民
出

版
枇
、

一
九
八
九
)
、
朱
華
『
三
耳
目
貨
幣
!
山
西

省
出
土
万
布
図
銭
叢
考
』
(
向
上
、
一
九
九
四
)
、

石
永
士
等

『燕
下
都
東
周
貨
幣
緊
珍
』
(
文
物
出

版
社
、
一
九
九
六
)
な
ど
地
域
限
定
的
な
も
の
の

他
、
在
慶
正
主
編
『
中
園
歴
代
貨
幣
大
系
l
|
先

秦
貨
幣
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
)
、
朱

活
等

『中
園
銭
幣
大
辞
典

・
先
秦
編
」
(
中
華
書

局
、
一
九
九
五
)
の
よ
う
な
先
秦
貨
幣
を
網
羅
す

る
よ
う
な
も
の
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
研

究
書
と
し
て
は
、
一
九
九

0
年
代
に
は
張
弛
『
中

園
万
幣
匿
考
』
(
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
)
、

奈
運
章
等
『
洛
陽
銭
幣
後
現
輿
研
究
』
(
中
華
書

局
、
一
九
九
八
)
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、

部
分
的
、
地
域
限
定
的
な
も
の
に
止
ま
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
二

O
O
O年
紀
に
入
っ
て
、
先
秦
貨

幣
の
整
理
と
研
究
に
関
す
る
、
全
面
的
で
決
定
的

な
著
述
が
出
現
し
た
。
そ
れ
が
本
書
で
あ
る
。
本

書
は
、
先
秦
貨
幣
を
網
羅
的
に
紹
介
す
る
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
丁
寧
に
整
理
し
、
そ

れ
に
封
す
る
著
者
濁
自
の
認
識
も
示
さ
れ
て
お
り
、

研
究
書
と
し
て
も
第

一
級
の
書
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
と
お
お
ま
か
な
内
容
(
カ
ツ
コ

内
)
は
以
下
の
ご
と
く
に
な
っ
て
い
る
。

第

一
章

中
園
で
最
も
早
い
貨
幣
(
貝
貨
)

第
二
章
金
属
秤
量
貨
幣
(
段
か
ら
春
秋
戦
園

ま
で
の
青
銅
秤
量
貨
幣
、
お
よ
び
銀

秤
量
貨
幣
、
黄
金
秤
量
貨
幣
、
そ
の

他
)

金
属
鋳
造
貨
幣
(
上
)
(
杢
首
布
)

第

章

金
属
鋳
造
貨
幣
(
下
)
(
橋
足
布
、

鋭
角
布
、
尖
足
布
、

三
孔
布
、
方
足

布
)

万
銭
(
尖
首
万
、
直
万
、
明
万
、
斉

刀
)

園
銭
(
三
耳
目
一
悶
周
、
斉
燕
、
秦
の
困

銭
)

楚
図
の
貨
幣
(
金
版
、
銀
幣
、

青
銅

貝
貨
、
そ
の
他
)

呉
越
巴
易
の
貨
幣

(
模
造
青
銅
文
や

橋
形
銅
器
な
ど
)

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
網
羅
的
な
構
成
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
貨
幣
と
し
て
想
定
さ
れ
て
き
た

も
の
は
も
れ
な
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
、
春
秋
戟
園
時

代
の
三
音
、
燕
、
賓
の
青
銅
鐸
造
貨
幣
に
開
す
る

部
分
が
最
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
内
容
も
充
貧

し
て
い
る
。

本
書
の
第

一
の
特
色
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
貨
幣
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
全
面
的

に
整
理
紹
介
し
、
著
者
濁
自
の
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
勃
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
全
部
を
紹
介
す
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
中
園
に
お
け
る
最
初
の

青
銅
鋳
造
貨
幣
で
あ
り
、
そ
の
年
代
や
性
格
に
つ

い
て
最
も
見
解
の
分
か
れ
て
い
る
尖
首
万
と
空
首

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章
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布
に
つ
い
て
の
部
分
を
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
尖
首
万
に

つ
い
て
、
そ
の
年
代
は
王
統
鐙

氏
が
戦
周
期
、
鄭
家
相
氏
が
春
秋
期
の
も
の
と
し

て
以
来
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近

年
で
は
考
古
向
学
的
な
観
黙
に
も
と
づ
き
春
秋
か
ら

戟
闘
に
か
け
て
の
も
の
と
す
る
説
が
有
力
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
資
氏
も
春
秋
中
期
以
前
か
ら
戦
圏

中
期
に
流
通
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
尖
首
刀
は

そ
の
性
格
に
つ
い
て
も
意
見
が
大
き
く
割
れ
て
い

る
。
王
献
唐
氏
以
来
、
燕
園
の
貨
敵
巾
と
す
る
読
が

有
力
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
黄
河
下
流
域
や
燕

図
境
内
に
居
住
し
て
い
た
北
方
系
民
族
の
も
の
と

す
る
設
が
出
さ
れ
針
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近

年
で
は
、
出
土
例
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
形
式
の

分
類
が
進
み
、
燕
園
の
も
の
と
北
方
民
族
の
も
の

が
含
ま
れ
る
と
す
る
設
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
上
掲
の
張
弛
氏
の
書
で
は
、

四
類
型
に
分
け
て
燕
圏
、
鮮
虞
秋
族
、
山
戎
、
湾

園
の
も
の
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、

黄
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
尖
首
刀
は
す
べ
て
鮮
虞
、
中

山
の
秋
族
の
貨
幣
と
し
、
燕
閣
の
も
の
は
含
ま
な

い
と
す
る
。
た
だ
し
、
形
態
上
燕
園
初
期
の
明
刀

と
匡
別
で
き
な
い
が
、
「
明
」
字
が
な
く
尖
首
刀

と
同
類
の
文
字
の
あ
る
も
の
を
類
明
刀
型
と
し
て
、

燕
明
刀
の
初
期
の
形
態
と
し
て
い
る
。
鮮
虞
、
中

山
の
秋
式
刀
に

つ
い
て
は
、
五
型
十

一
式
に
分
類

し
て
鋳
造
主
一慢
の
分
別
と
編
年
を
詳
細
に
検
討
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
型
は
銘
文
の
分
析
か
ら

春
秋
中
期
の
白
秋
諸
園
の
も
の
、
乙
型
と
丙
型
は

戦
園
初
期
の
中
山
園
の
も
の
と
す
る
。
丁
型

(針

首
万
)
は
出
土
地
域
が
張
家
口
や
承
徳
に
限
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
貌
に
よ
る
中
山
閣
の
滅
亡
後
、

秋
人
の
一
部
が
こ
の
地
に
逃
れ
て
鋳
造
し
た
も
の

か
も
知
れ
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
特
殊
な
形
態

の
戊
型
は
戦
圏
中
晩
期
に
越
園
境
内
で
秋
人
が
鋳

造
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、

白
秋
族
の
小
園
や
中
山
図
の
図
家
鋒
造
貨
幣
の
他

に
秋
族
が
民
間
で
鋳
造
し
た
貨
幣
の
存
在
が
想
定

さ
れ
て
い
る
結
で
あ
る
。
中
園
の
研
究
者
の
先
秦

貨
幣
研
究
で
は
、
貨
幣
の
務
行
主
憶
に

つ
い
て
あ

ま
り
巌
密
に
考
え
な
い
傾
向
が
あ
る
。
黄
氏
の
見

解
は
、
先
秦
貨
幣
の
性
格
を
追
究
し
て
い
く
上
で

一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
文
字
の

一
部
を
地
名
な
い
し
閤
名
と
し
て
い
る
貼
は

一
般

の
研
究
者
の
考
え
を
脱
し
て
は
い
な
い
。
尖
首
万

の
文
字
は
少
な
く
と
も
八

0
種
類
は
あ
る
が
、
こ

の
う
ち
黄
氏
が
園
名
と
し
て
い
る
文
字
の
あ
る
尖

首
万
は
、
全
鐙
の
後
見
例
か
ら
見
て
多
数
を
占
め

る
わ
け
で
は
な
く
、
園
名
と
す
る
に
は
難
が
あ
る
。

穴
エ
首
布
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
春
秋
期
に
出
現

す
る
と
さ
れ
て
お
り
年
代
に
閲
し
て
は
あ
ま
り
問

題
は
な
い
が
、
後
行
主
慢
に
開
し
て
は
か
な
り
意

見
が
分
か
れ
て
い
る
。
空
首
布
は
肩
部
の
形
態
か

ら
卒
肩
、
世
耳
肩
、
斜
肩
の
三
類
型
に
分
類
さ
れ
る
。

文
字
の
多
く
を
地
名
と
考
え
、
周
、
街
、
鄭
、
{
木
、

耳
目
な
ど
黄
河
中
流
域
の
諸
園
の
緩
行
と
考
え
る
説

が
有
力
で
あ
る
。
と
く
に
、
上
掲
の
禁
運
章
氏
等

の
書
で
は
、
い
く
つ
か
の
根
擦
を
奉
げ
て
そ
の
鋳

造
穫
が
統
治
者
に
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

卒
肩
室
首
は
東
周
王
畿
の
貨
幣
、

斜
肩
空
首
布
は

耳
目
圏
、
世
耳
肩
{
全
首
布
は
街
、

高
田
を
中
心
と
し
た
貨

幣
と
し
、
こ
れ
ら
図
家
の
王
室
、
公
室
の
統
一
し

た
管
理
の
も
と
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
封
し
て
葉
氏
は
、
穴
エ
首
布
の
出
土
地
と
文

字
の
検
討
か
ら
、
そ
の
鋳
造
に
は
耳
目
園
の
有
力
な

世
族
で
あ
る
韓
氏
、
貌
氏
、
越
氏
の
三
家
が
開
興

し
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
卒
肩
穴
エ
首
布
は

春
秋
期
の
周
王
室
の
貨
幣
で
あ
る
が
、
貌
氏
の
貨

幣
も
同
じ
形
態
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し

て
、
斜
肩
空
首
布
は
春
秋
期
奮
闘
の
韓
氏
、
戦
闘

期
の
韓
圏
の
貨
幣
、
ま
た
袋
肩
杢
首
布
は
多
く
は

耳目
、
衛
雨
闘
の
も
の
で
あ
る
が
後
に
育
園
越
氏
が

鋳
造
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
春
秋
期
耳
目

園
の
三
氏
の
み
が
貨
幣
の
鋳
造
に
係
わ

っ
た
の
か
、

後
行
主
穏
に
封
す
る
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
が

152一
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必
要
で
あ
る
が
、
傾
聴
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。
黄

氏
の
見
解
に
は
問
題
と
す
べ
き
黙
も
散
見
す
る
が
、

先
秦
貨
幣
研
究
を
深
化
さ
せ
る
上
で
有
盆
な
提
言

を
多
く
含
ん
で
い
る
。

第
二
の
特
色
は
、
ほ
と
ん
ど
の
先
秦
貨
幣
に
つ

い
て
、
出
土
地
、
出
典
、
そ
の
他
の
情
報
に

つ
い

て
詳
細
な

一
覚
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
黙
で
あ
る
。

近
年
、
先
秦
貨
幣
の
出
土
例
と
出
土
数
量
は
膨
大

な
数
に
の
ぼ
り
、
全
程
的
朕
況
を
掌
握
し
、
研
究

に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
出
典
に
つ
い
て
見
る
と
、
地

方
で
出
版
さ
れ
日
本
で
は
入
手
し
が
た
い
雑
誌
か

ら
も
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
黄
氏
は
北
京
に
あ

る
中
園
人
民
銀
行
の
中
園
銭
幣
博
物
館
副
館
長
の

職
に
あ
り
、
資
料
牧
集
に
有
利
な
立
場
に
あ
る
。

そ
れ
が
全
図
的
な
視
野
に
立
っ
た
最
も
完
備
し
た

一
覧
表
に
な
っ
て
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
主
要
な

一
覧
表
の
タ
イ
ト
ル
と
ペ
ー
ジ
数

を
列
壊
し
て
お
く
。

表
三
「
近
五
十
年
来
出
土
先
秦
海
貝
主
要
部
分

統
計
表
」

(頁
四
五
l
五
二
)

表
一

O
「卒
肩
、
斜
肩
、
出
耳
肩
{
八
エ
首
布
出
土
情

況
簡
表
」

(頁
一

O
八
l

一
一
四
)

表

二

一
「
平
首
尖
足
布
一
覧
表
」

(
頁
一
一
二
三

ー
二
二
四
)

表
一
五

「三
孔
布
有
開
情
況
一
覧
表
」
(
頁

一

五
四
l
一
五
六
)

表
一
六
「
三
耳目
爾
周
小
方
足
布
大
小
軽
重
諸
家

所
定
園
別
及
有
開
情
況

一
質
表
」
(
頁

一

七
六
l

一
八
五
)

表

一
七
「
卒
首
布
(
橋
足
、
尖
足
、
方
足
)
出

土
情
況
統
計
簡
表
」
(頁

一
八
六
l
一
九

八
)

表
一
八
「
近
五
十
年
尖
首
万
主
要
地
貼
出
土
情

況

一
覧
表
」
(
頁
二

O
一
1
二
O
四
)

表
一
九
「
燕
明
万
出
土
情
況
一
覧
表
」
(
頁
二

二
五
!
二
三
四
)

表
二
一
「
斉
明
万
出
土
情
況
及
形
式
分
類
一
覧

表」

(
頁
二
五
九
1
二
六

一
)

表
二
五
「
斉
大
万
出
土
情
況
一
覧
表
」
(頁
二

八

一
l
二
八
八
)

表
二
九
「
近
三
十
年
出
土
比
較
完
整
的
楚
金
幣

統
計
表
」
(
頁
三
四
五
l
三
四
八
)

表
三

O
「
近
幾
十
年
楚
園
銅
貝
出
土
情
況
統
計

表
」
(
頁
三
五
七
1
三
六

O
)

方
足
布
の
地
名
は
現
在
の
と
こ
ろ

一
六
O
種
前
後

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
地
名
の
文

字
を
ど
の
よ
う
に
讃
み
、
ど
こ
に
比
定
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
か
な
り
意
見
が
分

か
れ
て
い
る
。
表

一
六
で
は
、
主
要
な
研
究
者
の

地
名
比
定
、
地
名
の
所
属
圏
、
現
在
の
位
置
に
閥

す
る
見
解
が

一
貫
の
形
で
表
示
さ
れ
て
お
り
有
用

で
あ
る
。

第
三
の
特
色
は
、
す
べ
て
の
先
秦
貨
幣
に
つ
い

て
拓
本

(一

部
省
雷
同
、
模
本
)
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
形
態
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
鈷
で
あ

る
。
同

一
形
態
の
も
の
も
類
型
別
に
拓
本
が
掲
載

さ
れ
て
い
る。

ま
た
、
文
字
に

つ
い
て
も
拓
本
や

模
本
に
よ
り
網
羅
的
に
示
さ
れ
て
い
る。

地
名
数

の
多
い
も
の
で
も
、
尖
足
布
六
九
黙

(園
五
四)、

方
足
布

一
五
九
黙
(
園
六
一ニ
)
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
拓
本
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

字
形
が
わ

か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
字
種
類
の

極
め
て
多
い
尖
首
万
、
室
首
布

(表
八
)
も
模
本

の
文
字
一
覧
が
掲
載
さ
れ
、
議
…
明
万
や
斉
明
万
の

背
文
の
模
本

一
覧
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
鋳
造
の
鋳

型
の
園
面
も
も
れ
な
く
載
せ
ら
れ
て
い
る。

本
書

は
、
草
な
る
代
表
的
な
も
の
の
拓
本
や
圃
面
を
一

部
サ
ン
プ
ル
と
し
て
の
み
出
す
の
で
は
な
く
、
先

秦
貨
幣
の
百
科
事
典
の
程
裁
に
な

っ
て

い
る
の
で

あ
る
。本

書
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
研
究
書
と
し

て
、
ま
た
研
究
用
の
資
料
集
と
し
て
有
盆
な
だ
け

で
は
な
い
。
こ
の
一
慨
が
あ
れ
ば
先
秦
貨
幣
の
全

鰭
像
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
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先
秦
貨
幣
に
初
め
て
接
す
る
者
に
と

っ
て
も
極
め

て
便
利
な
警
で
あ
る
。

二
O
O
一
年

六

月

北

京

紫

禁

城

出

版

社

B
5版

目
次

・
図
表
目
録

一
一
頁

前
言
四
頁

本
文
・
文
献
目
録
四
二
五
頁

ロO
『

O
門

ξ
日ハ
O

著

同
Y:l~ 
~ 可。、d
vi Vコ

守ミ
L s::， 

さ)'t--<
~ c) 

ミg
>:t-j 《、
r、野

手口

子

美
し
い
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
纏
足
の
靴
(
ロ

l

タ
ス

・
シ
ュ

ー
ズ
)
そ
の
も
の
の
美
し
さ
だ
が
、

同
時
に
、
そ
こ
に
女
性
の
美
へ
の
追
求
を
譲
み
と

ろ
う
と
し
た
著
者
の
愛
見
し
た
美
し
さ
で
も
あ
る
。

数
十
黙
に
及
ぶ
色
彩
豊
か
な
園
版
の
頁
を
繰
り
な

が
ら
、
私
に
と
っ
て
、
今
ま
で
歴
史
は
、
漢
文
文

献
と
同
様
モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
だ
っ
た
、
少
な
く
と

も
自
策
的
に
カ
ラ
ー
の
存
在
を
考
え
て
み
た
こ
と

が
な
か
っ
た
、
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
。

著
者
ド
ロ
シ
l
・
コ
ウ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
コ

ロ

ン
ビ
ア
大
皐
バ

ー
ナ
ー
ド
カ
レ
ッ
ジ
の
数
授
で
、

先
年
、
カ
ナ
ダ
の
バ
タ
・
靴
博
物
館
主
催
の
「
歩

歩

蓮

華

を

生
ず

|
|
清
末
中
聞
に
お
け
る
女
性

の
生
活
と
靴
」
と
い
う
展
覧
舎
の
企
書
一に
参
重
し
、

同
博
物
館
と
の
連
携
の
も
と
に
本
書
の
刊
行
に
至

っ
た
。
し
た
が

っ
て
本
書
に
は
、
こ
の
時
の
展
示

品
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
外
に
も
、

海
外
の
華
僑
の
な
か
に
保
存
さ
れ
た
纏
足
の
習
慣

や
関
係
資
料
に
振
っ
て
い
る
黙
が
特
徴
的
だ
。
こ

れ
ら
資
料
の
牧
集
時
期
か
ら
考
え
れ
ば
、

と
り
わ

け
ア
1

ト
と
し
て
の
償
値
を
も
っ
靴
が
重
動
的
に

牧
集
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

纏
足
に
つ
い
て
は
、
近
年
い
く
つ
か
の
専
著
や

論
文
が
出
て
い
る
。
私
自
身
も
過
去
に
女
性
史
を

書
く
な
か
で
何
度
か
紛
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
私

が
イ
メ
ー
ジ
し
て
き
た
の
は
、
ゆ
が
め
ら
れ
た
女

性
の
身
健
の
苦
痛
で
あ
り
‘
男
性
に
よ
る
抑
摩
の

象
徴
と
し
て
の
纏
足
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
を
覆
う

小
さ
な
刺
繍
の
靴
は
、
見
、
か
つ
語
る
だ
に
値
し

な
い
薄
汚
れ
た
ぼ
ろ
布
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
こ
の

よ
う
な
纏
足
に

つ
い
て
の
既
成
観
念
は
、
た
ん
に

同
学
界
ば
か
り
で
な
く
、
康
く

一
般
の
人
身
の
な
か

に
も
牢
固
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
、

遅
れ
た
中
園
、
非
文
明
の
中
園
の
象
徴
で
あ
っ

て、

不
纏
足
運
動
こ
そ
が
女
性
史
に
お
け
る
近
代
の
開

幕
を
告
げ
る
も
の
に
外
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
見
方
に
釘
し
て
、
著
者
は
こ
れ
ま

で

も

深

い

疑

念

を

呈

し

て

来

た
。

著

書

E
叫

J
S
S
2・h

ミ
h
t
ha号、

(UE
ヨ
守町、
h
w

句
。
2
2

2
え
の
又
主
主

詰

伊
豆
S
R
S
Sーの
室
内ロ
ミ
門
川』F3
Q
w
w

(
ω
Zロ
『D
H牛

C
ロ
』〈

MUZ
曲
目
昌
宏
ー)、

「
中
園
の
衣

服
と
慢
の
イ
メ
ー
ジ

l
一
六
世
紀
か
ら

一
九
世
紀

に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
放
行
記
か
ら
」

(「
論

集
中
図
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
)
な

ど
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
上
述
の
よ
う
な
纏

足
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
中
国
の
近

代
に
な

っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
外
園
人
が
墜
倒

的
な
優
位
に
立

っ
て
い
た
。
彼
ら
は

「自
ら
の
近

代
を
完
成
す
る
た
め
に
他
者
と
し
て
の
中
園
」
を

必
要
と
し
た
の
で
あ

っ
て
、
纏
足
は

「
中
園
文
化

の
恥
部
」
と
す
る
近
代
の
債
値
観
が
形
成
さ
れ
た

の
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
だ

っ
た
。
本
書

は
、
そ
の
既
成
観
念
を
取
り
梯
っ
て
、
嘗
時
の
女

性
自
身
の
詩
文
を
譲
み
込
み
、
彼
女
た
ち
の
回
線

に
立
ち
な
が
ら
、
纏
足
の
意
味
を
根
底
的
に
問
い

直
そ
う
と
す
る
、
大
腸
か
つ
野
心
的
な
書
物
で
あ

る
。
以
下
、
各
章
ご
と
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て

い
こ
、
っ
。
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第
一

章
は
纏
足
の

「
起
源
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

一崎
建
・
江
西
・
漸
江
の
南
宋
時
代

の
墓
か
ら
出
土
し
た
靴
に
注
目
す
る
。
こ
の
う
ち


